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59件の事故⺞ᩏ報告書 
 ヘリコプターによる救急医≮サービス㧔HEMS)は、✕急事態におちいった患⠪を㆙㓒の

地から時㑆をかけずに搬ㅍできるὐで、住᳃に対する㊀ⷐなᯏ⢻をᨐたしつつある。 

 ヘリコプター救急は医≮と⥶ⓨという二つの分㊁の㜞度にㅴᱠした技ⴚを⛔合し、㧝日

24時㑆休みなく㘧ばなければならない。これによってᲤ年 40万人の患⠪が救⼔され、⒖ᬀ

⤳器が搬ㅍされている。 

 その存在意⟵は大きいが、一方で悪天候、夜㑆、未⍮の場所への⌕㒽といった悪条件も

あって、他のヘリコプターの㘧ⴕにくらべて事故のリスクも大きい。 

 そこでNTSBは、かねてから救急㘧ⴕの安全にᵈ意し、1988年にはひとつの⺞ᩏ⚿ᨐを

⊒⴫した。それは 1978㨪86年の㑆に⊒↢した救急ヘリコプターの事故 59件を♖ᩏしたも

ので、この⚿ᨐにより NTSB は FAA、᳇⽎庁、および㧞つの㑐係団体に対し 19㗄⋡の安

全勧告を出した。 

 この勧告には⸠✵、ㆇ⥶ⷙ則、搭タᯏ器、ᬺ⇇の協⺞体制、∋労と休㙃などの問㗴が含

まれる。 

  

55件の事故分析報告書 
 その後 1990年代末から 2000年代初めにかけて、ヘリコプター救急事ᬺは急ㅦに拡大し

た。それにつれて、事故件数も増加し始めた。この増加傾向にかんがみて、NTSBは 2006

年㧝月、救急㘧ⴕに㑐する․別⺞ᩏ報告書を⊒⴫した。 

 この報告書は 55件の事故を分析したもので、対⽎となったのはㆊ去㧟年㑆に⊒↢した救

急ヘリコプターの事故 41件、㘧ⴕᯏの事故 14件である。これらの事故によるᱫ⠪は 54人、

うちヘリコプターの事故によるᱫ⠪ 39人であった。分析の⚿ᨐ、55件中 29件はᱜしい判

断と措⟎が⻠じられていれば、㒐ᱛ可⢻なものであった。 



 この報告書が出た 2006年、救急ヘリコプターのᱫ亡事故は㧟件、ᱫ⠪㧡人にᷫった。⠉

2007 年は救急ヘリコプターのᱫ亡事故㧞件、ᱫ⠪は㧣人であった。ところが 2008 年、ᱫ

亡事故㧤件、ᱫ⠪ 29件と急増したのである。これはヘリコプター救急史上最悪の⸥㍳であ

る。 

  

公⡬会の㐿催と⺖㗴の抽出 
 2008年の事故急増に伴い、NTSB は 2009年㧞月、㧠日㑆に及ぶ公⡬会を㐿催した。⸽

人は 41人。そのうち㧤人はヘリコプターのㆇ⥶⠪、12人は㑐ㅪ団体の代⴫、㧢人はメーカ

ー、㧠人は∛㒮の㑐係⠪である。 

 加えて、数人の団体代⴫が⋥接、⸽人に⾰問した。この団体とは、FAA、HAI、AAMS、

救急操❑士協会、エアメソッド、ケアフライトである。 

 この公⡬会の⚿ᨐ、ᰴのような⺖㗴が明らかになった。 

z 操❑⸠✵の充実 

z 㘧ⴕ時㑆データの㓸Ⓧ 

z 㘧ⴕ⸥㍳ⵝ⟎とそのデータのᵴ↪ 

z 安全▤ℂシステム㧔SMS) 

z ᳇⽎情報 

z ⥄動操❑ⵝ⟎の利↪またはパイロット㧞人乗務 

z 夜㑆暗ⷞⵝ⟎ 

z 料㊄回収の問㗴 

z ㅪ㇌政府としての方㊎とガイドライン 

 

勧 告 
 以上の⁁ᴫにもとづいて、NTSBは以下の勧告をおこなう。 

 

★ ㅪ㇌⥶ⓨ局㧔FAA㧕への勧告 
1. 救急㘧ⴕに従事するヘリコプター・パイロットの⸠✵基Ḱを、天候悪化や㓚害‛な

どの✕急事態を勘᩺して╷定し、慣ᾫするまでの➅り㄰し⸠✵の㗫度を定める。 

2. 前㗄の基Ḱができたならば、救急ヘリコプターのパイロットに対し、FAA承⹺のシ

ミュレーターによる⸠✵をおこなうようⷐ᳞する。 

3. 救急ヘリコプターのㆇ⥶事ᬺ⠪に対し、⚵❱内に安全▤ℂシステム㧔SMS)を᭴▽し、

危ᯏ▤ℂを実ⴕに⒖すようⷐ᳞する。 

4. ヘリコプターのㆇ⥶事ᬺ⠪に対し、使↪するヘリコプターにフライトデータ⸥㍳ⵝ

⟎㧔FDR㧕を取りつけ、その▤ℂ体制をつくって、ᱜ常な操❑操作▸囲その他の安

全㒢⇇からㅺ⣕した操作がなかったかどうかを⋙ⷞするようⷐ᳞する。 

5. 救急ヘリコプターのㆇ⥶⠪に対し、年ごとの✚㘧ⴕ時㑆、有償㘧ⴕ時㑆、有償㘧ⴕ

〒㔌、搬ㅍ患⠪数、および出動件数を報告するようⷐ᳞する。 

6. 救急ヘリコプターのㆇ⥶⠪に⥶ⓨ᳇⽎情報のデジタル・データの利↪を⹺める。 

7. 救急ヘリコプターの㘧ⴕが安全にㆀⴕできるような低ⓨ域のインフラ整備について

ᬌ⸛し、その効ᨐを公⴫する。この中には᳇⽎情報の収㓸と⊒信、位⟎情報の⥄動



⋙ⷞ⊒信システム㧔ADS-B)の役割も含まれる。 

8. 前㗄の低ⓨ域インフラ整備が有効と判断されたならば、これを実ⴕに⒖す。 

9. 救急ヘリコプターのㆇ⥶⠪に対し、夜㑆暗ⷞⵝ⟎を取りつけ、パイロットに使↪ᴺ

の⸠✵をして、夜㑆㘧ⴕに㓙してはそれを使うように᳞める。 

10. 救急ヘリコプターは⥄動操❑ⵝ⟎㧔オートパイロット㧕を取りつけ、パイロットに

使↪ᴺの⸠✵をして、パイロット㧞人が乗務していないときは、それを使うようⷐ

᳞する。 

〔⸶ᵈ〕ADS-B㧦Automatic Dependent Surveillance-Broadcastとはⴡ星利↪の⥶ᴺシ

ステム。⥶ⓨᯏが GPS で得た位⟎情報などを㜞♖度で、㗫❥に⥄動⊒信する仕⚵みで、

せまいⓨ域で低ⓨを㘧ぶヘリコプターにとってはᭂめて有効であり、他ᯏとの㑆㓒を保

ち、⋧互にㅢ信することもできるので、⥶ᴺ上の安全性が㜞まるという。 

 

★ 公⊛ㆇ⥶⠪への勧告 
1. 救急㘧ⴕに従事するパイロットに対しシミュレーターや⸠✵ⵝ⟎を使って、天候悪化

や㓚害‛件などの✕急事態を勘᩺して⸠✵し、これを➅り㄰し実施して慣ᾫをはかる。 

2. ▤ℂプログラムを含む安全▤ℂシステム㧔SMS)を実ⴕする。 

3. 使↪ᯏに FDRを取りつけ、そのデータ▤ℂ体制をつくって、ᱜ常な操❑操作▸囲その

他の安全基Ḱからㅺ⣕した操作がなかったかどうかを⋙ⷞする。 

4. 使↪ᯏに夜㑆暗ⷞⵝ⟎を取りつけ、パイロットの⸠✵をして、夜㑆㘧ⴕに㓙してはそ

れを使うように᳞める。 

5. 救急任務に使うᯏ体にオートパイロットを取りつけ、パイロットの⸠✵をして、㧞人

乗務でないときは、それを使↪する。 

 

★ 救急㑐ㅪのㅪ㇌合同委員会への勧告 
1. 州政府や⥄ᴦ体の救急医≮システムの᭴▽に㓙して、救急ヘリコプターの使い方に㑐

する全国共ㅢのガイドラインを作成する。 

2. 救急出動に㓙して、そのときの⁁ᴫに最ㆡの搬ㅍ手Ბをㆬぶためのガイドラインを作

成する。 

 

★ 厚↢⋭保㒾局への勧告 
1. 救急ヘリコプターの㘧ⴕ料㊄について、救急事ᬺの安全の⒟度に応じて支払い㗵を変

更することがㆡ当かどうかᬌ⸛する。 

2. 前㗄のᬌ⸛の⚿ᨐ、それがㆡ当ということになれば新しい支払い体♽をつくり、安全

╷の実施⒟度の㜞い事ᬺ体に対しては、㜞い㊄㗵を支払うこととする。 

㧔ⷐ⚂㧦⷏川 ᷤ㧕 


